
第８期高齢者福祉計画・介護保険事業計画の進捗について 資料１
第８期計画

R03 R04
R05

（見込）

見込 85 90 95

実績 60 56 69

見込

実績 633 1,227 887

見込 18 18 18

実績 18 15 15

見込 980 1,030 1,090

実績 214 200 350

見込 47 48 50

実績 34 65 65

見込 2,130 2,190 2,220

実績 679 938 1,000

見込

実績

見込

実績

（１）文化・スポー
ツ・レクリエーション
活動を通じた仲間
づくり

生涯学習ボランティアへの登録と活用を促進すると
ともに、誰でも気軽に参加できる幅広いスポーツ・レ
クリエーションプログラムの提供を引き続き進めま
す。

（１）文化・スポー
ツ・レクリエーション
活動を通じた仲間
づくり

各公民館で実施している定例ウォーキングコースの
設定に当たっては、日高市運動普及推進員と連携
を図り、誰もが簡単に楽しめるウォーキングマップ等
による周知を図ります。

（１）文化・スポー
ツ・レクリエーション
活動を通じた仲間
づくり

老人クラブの活性化に向けては、友愛訪問活動や
清掃奉仕活動、地域見守り活動などの高齢者同士
の助け合い、スポーツ・レクリエーションによる健康
づくりや交流活動の他、老人クラブの活動を活性化
するため、情報提供等を適宜行うなどして、その活
動を支援します。

所管課
施策・事業の内容 指標等名

第8期計画
区分 現状及び課題 第９期計画の施策の方向（施策内容）

事業№ 施策の体系 施策の体系

指標等 第９期計画

継続 生涯学習課

2

生涯学習出
前講座
利用者数
（人）

1

生涯学習出
前講座
講師登録者
数（人）

継続 生涯学習課

１　生きがいづくり
活動の推進

生涯学習出前講座講師の登録が増え
ないため、新規の講座が少ない。

生涯学習ボランティアへの登録と活用を促進すると
ともに、誰でも気軽に参加できる幅広いスポーツ・レ
クリエーションプログラムの提供を進めます。

生涯学習課

4
定例ウォー
キング実施
（人）

継続 生涯学習課

3
定例ウォー
キング実施
（回）

継続

１　生きがいづくり
活動の推進

各公民館で実施している定例健幸ウ
オーキングコース設定にあたって、日
高市運動普及推進員と連携を図り、誰
もが簡単に楽しめるウォーキングマッ
プ等による周知啓発を図っています。

各公民館で実施している定例健幸ウオーキングコー
ス設定にあたって、日高市運動普及推進員と連携を
図り、誰もが簡単に楽しめるウォーキングマップ等に
よる周知啓発を図ります。

長寿いきがい課

8
１　生きがいづくり
活動の推進

（２）シルバー人材
センターの活動支
援

高齢者に適した臨時的・短期的な就業機会を提供
するため、就労的活動支援コーディネーター設置の
検討など、シルバー人材センターの活動を支援しま
す。

継続

高齢者に適した臨時的・短期的な就業機会を提供
するため、就労的活動支援コーディネーター設置の
検討など、シルバー人材センターの活動を支援しま
す。

長寿いきがい課

引き続きシルバー人材センターへの支
援を行います。

アクティブシニアの豊富な経験や知識を生かし、働く
ことを通じて、高齢者の自立と社会参加の機会を創
出します。

生涯学習課

6
公民館の高
齢者事業
（人）

継続 生涯学習課

5
公民館の高
齢者事業
（回）

継続

１　生きがいづくり
活動の推進

  老人クラブの活性化に向けては、友
愛訪問活動や清掃奉仕活動、地域見
守り活動などの高齢者同士の助け合
い、スポーツ・レクリエーションによる健
康づくりや交流活動の他、老人クラブ
の活動を活性化するため、情報提供等
を適宜行うなどして、その活動を支援し
ます。また、地域づくりの強化を目指
し、人と人の絆を強固にして行きます。

  老人クラブの活性化に向けては、友愛訪問活動や
清掃奉仕活動、地域見守り活動などの高齢者同士
の助け合い、スポーツ・レクリエーションによる健康
づくりや交流活動の他、老人クラブの活動を活性化
するため、情報提供等を適宜行うなどして、その活
動を支援します。

7
１　生きがいづくり
活動の推進

（２）シルバー人材
センターの活動支
援

アクティブシニアの豊富な経験や知識を生かし、働く
ことを通じて、高齢者の自立と社会参加の機会を創
出します。

継続



第８期計画

R03 R04
R05

（見込）

所管課
施策・事業の内容 指標等名

第8期計画
区分 現状及び課題 第９期計画の施策の方向（施策内容）

事業№ 施策の体系 施策の体系

指標等 第９期計画

見込

実績 67,883 82,679 86,000

見込 17,000 17,000 17,000

実績 17,612 17,662 17,800

見込

実績

見込

実績

見込

実績 1 1 1

見込 4 4 4

実績 4 4 4

見込 110 110 110

実績 110 110 110

②サービス付き高齢者向け住宅
高齢者の居住の安定を確保するため、日中は生活相談員
が常駐し、入居者の安否確認や様々な生活支援サービス
を受けることができます。高齢者のニーズに応じた居住施
設を整備するため、関係行政機関等との連携を図ります。

15

14

13
２　生活環境の充
実

（２）居住の場の確
保

①軽費老人ホーム（ケアハウス）
家庭環境・住宅事情・経済状況などの理由により、居宅に
おいて生活することが困難な高齢者が入所する施設で
す。現在、市内に定員50人のケアハウスが１か所ありま
す。

継続

継続

10
２　生活環境の充
実

（１）感染症対策
感染予防の情報提供や周知徹底に努めるとともに、インフ
ルエンザや肺炎球菌ワクチン等の予防接種の助成や勧奨
を行っていきます。

予防接種者
延べ人数
（人）

12
２　生活環境の充
実

（１）感染症対策
「日高市新型インフルエンザ等対策行動計画」等に基づ
き、関連する市の取組や関係機関との連携を強化し、感
染症対策を進めます。

継続

9
１　生きがいづくり
活動の推進

（３）高齢者福祉セ
ンターの利用促進

高齢者の交流活動の拠点として、日高市総合福祉
センター「高麗の郷」の利用促進を図ります。
　また、施設の適切な維持管理を行います。

総合福祉セ
ンター利用
者数（人）

継続

11
２　生活環境の充
実

（１）感染症対策

高齢者の通いの場や介護サービスの提供は、多くの高齢
者が集団となる場であり、利用者と支援者等が至近距離
で接する場でもあります。新型コロナウイルスをはじめとす
る感染症を予防するため、手指消毒やマスク着用など、具
体的な予防策に関する情報提供等を充実し、通いの場の
活動や介護サービスの提供を支援していきます。

感染症を予防するためには、接種勧奨
を行うなど接種率の向上を図る必要が
あります。

第８期の取り組みを継続することが不可欠です。 保健相談センター

今後も感染症及び感染予防に関する
情報提供等が必要です。

高齢者の通いの場や介護サービスの提供は、多く
の高齢者が集団となる場であり、利用者と支援者等
が至近距離で接する場でもあります。新型コロナウ
イルスをはじめとする感染症を予防するため、手指
消毒やマスク着用など、具体的な予防策に関する情
報提供等を充実し、通いの場の活動や介護サービ
スの提供を支援していきます。

施設の老朽化により、計画的に修繕を
行って行く必要があります。

高齢者の交流活動の拠点として、日高市総合福祉
センター「高麗の郷」の利用促進を図ります。
　また、施設の適切な維持管理を行います。

生活福祉課

新たな施設等の整備予定はありませ
ん。利用者のニーズ、市内及び近隣事
業者の参入意向等の把握に努めま
す。

利用者のニーズ、市内及び近隣事業者の参入意向
等の把握に努めます。

長寿いきがい課

定員総数
（人）

継続

新たな施設等の整備予定はありませ
ん。利用者のニーズ、市内及び近隣事
業者の参入意向等の把握に努めま
す。

利用者のニーズ、市内及び近隣事業者の参入意向
等の把握に努めます。

長寿いきがい課

継続

サービス付
き高齢者向
け住宅
施設数（か
所）

新たな施設等の整備予定はありませ
ん。利用者のニーズ、市内及び近隣事
業者の参入意向等の把握に努めま
す。

利用者のニーズ、市内及び近隣事業者の参入意向
等の把握に努めます。

長寿いきがい課

医師会等の関係機関とは、より緊密に
連携することが重要です。

第８期の取り扱いを継続することが不可欠です。 保健相談センター

長寿いきがい課

継続

２　生活環境の充
実

（２）居住の場の確
保



第８期計画

R03 R04
R05

（見込）

所管課
施策・事業の内容 指標等名

第8期計画
区分 現状及び課題 第９期計画の施策の方向（施策内容）

事業№ 施策の体系 施策の体系

指標等 第９期計画

見込 2 2 2

実績 2 2 2

見込 31 31 31

実績 31 31 31

見込
前年比
10%増
（1980）

前年比
10%増
（2178）

前年比
10%増
（2395）

実績 1,579 1,626 1,790

見込 160 180 200

実績 156 157 167

見込

実績 2,656 3,317 3,450

見込

実績 3,584 4,199 4,300

見込

実績 2,249 2,963 3,100

見込 3 3 4

実績 3 3 3

見込 10 10 10

実績 0 5 20

利用者のニーズ、市内及び近隣事業者の参入意向
等の把握に努めます。

（２）居住の場の確
保

③有料老人ホーム
入浴・排泄・食事の介護、食事の提供、洗濯・掃除
等の家事、健康管理など、日常生活に必要なサービ
スが受けられる高齢者向けの居住施設です。高齢
者のニーズに応じた居住施設を整備するため、関係
行政機関等との連携を図ります。

②日高市地域支え合い事業
　付き添いによる支援を必要とする高齢者が、買い
物や通院、手続等の外出をしやすくなるよう、地域お
たすけ隊による外出支援活動の充実を図ります。

（３）高齢者の移動
支援

２　生活環境の充
実 社会福祉協議会

24

運転協力会員には、運転を伴う支援に
関する高い意識付けとスキル向上を図
るため、埼玉県移送支援ネットワーク
主催の「福祉有償運送運転者講習会」
の修了を要件としており、受講料及び
旅費を補助しています。

福祉有償運送運転者講習会を社協主催で行い、地
域おたすけ隊の活動に必要な運転者の確保を重点
的に支援します。

社会福祉協議会

社会福祉協議会

社会福祉協議会

23

地域おたす
け隊への車
両運行管理
の委任（台）

その他

社会福祉協議会所有車両の運行管理
業務を委任して、車両の貸出を行って
いますが、すべての地域への貸出が進
んでいません。

車両貸出については、維持費用の関係もあり、貸出
そのものに関する協議、検討が必要なところです。

社会福祉協議会

22

地域おたす
け隊・運転を
伴う付き添
い支援時間
数（時間）

継続

・協力会員（＝担い手）の高齢化によ
り、特に運転協力会員の確保が課題と
なっています。
・5年度は鹿山上区でサテライト型の地
域おたすけ隊が初めて誕生する見込
みです。

実施地域の拡大を図るともに、運転協力会員の確
保をめざし、市内事業所、団体等へ「地域支え合い
パートナーシップ制度」を提案し、関心のある人が気
軽に支え合いの取組に参加できる仕組づくりを進め
ます。

社会福祉協議会

16
有料老人
ホーム（住宅
型）

継続 長寿いきがい課

路線バスの補助申請が増加傾向にありま
す。タクシー利用補助券は、交付枚数に対
して使用率が低調であるため、ニーズや利
用実態の把握・分析が必要です。
また、令和7年度以降は、令和6年度に策定
する地域公共交通計画と整合を図る必要
があります。

高齢者等おでかけ支援事業
　運転免許証の返納等により自力での移動が困難
な高齢者等が、買い物や通院、社会参加等の外出
をしやすくなるよう、路線バス又はタクシーの運賃の
一部補助を行います。

危機管理課

19

20

①高齢者等おでかけ支援事業
　運転免許証の返納等により自力での移動が困難
な高齢者等が、買い物や通院、社会参加等の外出
をしやすくなるよう、路線バス又はタクシーの運賃の
一部補助を行います。

２　生活環境の充
実

17

18

長寿いきがい課

新たな施設等の整備予定はありませ
ん。利用者のニーズ、市内及び近隣事
業者の参入意向等の把握に努めま
す。

地域おたす
け隊・運転
協力会員研
修受講料の
補助

充実

２　生活環境の充
実

（３）高齢者の移動
支援

日高市地域
支え合い事
業・協力会
員（人）

充実

日高市地域
支え合い事
業・延べ支
援件数（件）

継続

日高市地域
支え合い事
業・延べ支
援時間（時
間）

継続

定員総数
（人）

継続

高齢者おで
かけ支援事
業申請件数
（件）

継続

21



第８期計画

R03 R04
R05

（見込）

所管課
施策・事業の内容 指標等名

第8期計画
区分 現状及び課題 第９期計画の施策の方向（施策内容）

事業№ 施策の体系 施策の体系

指標等 第９期計画

見込

実績

見込

実績

見込

実績

見込

実績

見込

実績

見込 24 24 24

実績 146 130 181

見込 6 6 6

実績 6 6 6

危機管理課

危機管理課

危機管理課

振り込め詐欺等、高齢者が巻き込まれる犯罪が絶
えず発生しているため、引き続き、防犯情報の提供
や自主的な防犯パトロール等の活動が必要です。
  犯罪の発生やその被害を未然に防ぐため、地域住
民による防犯パトロール活動団体を支援するととも
に、飯能警察署や関係団体との連携強化を図り、組
織的な防犯活動を展開していきます。

31
２　生活環境の充
実

（５）安心と安全の
確保
①防犯対策の充実

高齢者のつどいの場を活用した防犯教室の開催に
努めます。

防犯キャン
ペーンの実
施（回）

廃止

新型コロナウイルス感染症の流行を契
機に高齢者の集いの場が減少してい
る。

高齢者の自己防衛意識の向上を図るとともに、特殊
詐欺対策に有効とされる特殊詐欺対策機器の購入
費の一部を補助します。
指標等名：特殊探対策機器購入補助申請（件）

サービス提供事業所における防災対策について
は、情報提供や災害時の連携協力の強化に努めま
す。

長寿いきがい課

避難行動要支援者名簿の関係者への
事前提供について、いかにして同意者
数を増加させるかが課題です。

要介護認定を受けている高齢者や重度の障がい者
は、災害時に自力で避難することが困難なことから、
事前に名簿の提供に同意した方の情報を避難行動
要支援者同意者名簿として区・自治会、自主防災組
織などに配布しています。引き続き、災害時に地域
住民の力を借りて支援する仕組みの構築を進めま
す。

危機管理課

25
２　生活環境の充
実

（４）防災対策
①防災意識の醸成

近年の度重なる災害の教訓から、地域の支え合い
や見守りが高齢者の身を守る重要な備えであること
が認識されています。高齢者自身の防災意識ととも
に、地域のつながりと見守り意識を醸成していくこと
が必要です。

コロナ禍を経て、他者・地域との関係性
の希薄さが深刻化しています。

近年の度重なる災害の教訓から、地域の支え合い
や見守りが高齢者の身を守る重要な備えであること
が認識されています。高齢者自身の防災意識ととも
に、地域のつながりと見守り意識を醸成していくこと
が必要です。

危機管理課

30
２　生活環境の充
実

（５）安心と安全の
確保
①防犯対策の充実

振り込め詐欺等、高齢者が巻き込まれる犯罪が絶
えず発生しているため、引き続き、防犯情報の提供
や自主的な防犯パトロール等の活動が必要です。
  犯罪の発生やその被害を未然に防ぐため、地域住
民による防犯パトロール活動団体を支援するととも
に、飯能警察署や関係団体との連携強化を図り、組
織的な防犯活動を展開していきます。

青色防犯パ
トロール車
による防犯
活動（回）

継続
振り込め詐欺の被害を防止するために
は、情報提供以外に有効な施策の検
討が必要です。

27
２　生活環境の充
実

（４）防災対策
①防災意識の醸成

28
２　生活環境の充
実

②避難行動要支援
者への支援

平成28年度から市内全世帯を対象とした「安否確認
訓練」を実施し、大規模災害発生時における市民の
安否確認の手順を実践しています。今後は、避難行
動要支援者を含めた安否確認訓練の実施を促す必
要があります。

避難行動要支援者個別避難計画作成
の充実促進と計画に定める安否確認
方法の実践が課題です。

市内全世帯を対象とした「安否確認訓練」を実施し、
大規模災害発生時における市民の安否確認の手順
を実践しています。今後は、避難行動要支援者個別
避難計画とリンクした安否確認訓練の実施を促す必
要があります。

危機管理課

サービス提供事業所における防災対策について
は、情報提供や災害時の連携協力の強化に努めま
す。

引き続き防災対策等についての情報
提供が必要です。

26
２　生活環境の充
実

（４）防災対策
①防災意識の醸成

高齢者にも分かりやすい防災情報の提供や防災訓
練の参加促進、「日高市地域防災計画」に基づいた
防災の取組を進めます。

継続

継続

新型コロナウイルス感染症がまん延し
ていた期間、自主防災組織の防災訓
練等の自粛が続いたため、訓練実施
率や参加率の回復が課題です。

高齢者にも分かりやすい防災情報の提供や防災訓
練の参加促進、「日高市地域防災計画」に基づいた
防災の取組を進めます。

29
２　生活環境の充
実

②避難行動要支援
者への支援

要介護認定を受けている高齢者や重度の障がい者
は、災害時に自力で避難することが困難なことから、
事前に名簿の提供に同意した方の情報を避難行動
要支援者同意者名簿として区・自治会、自主防災組
織などに配布しています。引き続き、災害時に地域
住民の力を借りて支援する仕組みの構築を進めま
す。

充実

継続

継続



第８期計画

R03 R04
R05

（見込）

所管課
施策・事業の内容 指標等名

第8期計画
区分 現状及び課題 第９期計画の施策の方向（施策内容）

事業№ 施策の体系 施策の体系

指標等 第９期計画

見込 250 300 350

実績 0 0 0

見込 6,000 6,500 7,000

実績 14,033 8,107 7,500

見込 2 2 2

実績 1 3 4

見込 280 280 280

実績 39 65 100

見込 200 200 200

実績 202 227 220

見込 週４日 週４日 週４日

実績 週４日 週４日 週４日

見込 実施 実施 実施

実績 実施 実施 実施

消費生活に関するトラブルが多様化しているため、
被害にあった場合の対処方法や被害の未然防止の
ための啓発が必要です。
　多様化、複雑化する消費者問題に対応した講座内
容・講師の選別を実施していきます。被害の対象と
なりやすい高齢者世帯を守るために、「広報ひだか」
や市ホームページなどを活用して消費生活に関する
情報の提供を行うとともに、民生委員・児童委員、老
人クラブなどと連携を図っていきます。

（６）消費者被害防
止の推進

（６）消費者被害防
止の推進

消費生活相談については、件数の推移などに応じて
更なる充実を検討します。

危機管理課

産業振興課

36
消費生活相
談件数

継続
消費生活に関するトラブルが多様化し
ているため、市民が安心して相談する
ための体制を整える必要があります。

消費生活相談については、引き続きセンターについ
ての周知を図るとともに、件数の推移などに応じて
更なる充実を検討します。

産業振興課

産業振興課

37
消費生活相
談センター
開設

継続
消費生活に関するトラブルが多様化し
ているため、市民が安心して相談する
ための体制を整える必要があります。

消費生活相談については、引き続きセンターについ
ての周知を図るとともに、件数の推移などに応じて
更なる充実を検討します。

産業振興課

２　生活環境の充
実

２　生活環境の充
実

35

市民団体か
らの依頼に
より講演会
を実施（人）

継続

消費生活に関するトラブルが多様化し
ているため、被害にあった場合の対処
方法や被害の未然防止のための啓発
が必要です。

多様化、複雑化する消費者問題に対応した講座内
容・講師の選別を実施していきます。被害の対象と
なりやすい高齢者世帯を守るために、「広報ひだか」
や市ホームページなどを活用して消費生活に関する
情報の提供を行うとともに、民生委員・児童委員、老
人クラブなどと連携を図っていきます。

33
２　生活環境の充
実

②交通安全 廃止
広報ひだかへの掲載スケジュールを考
慮した場合、適切な情報発信を行うこ
とが困難である。

自転車乗利用時における事故や転倒から頭部を守
るヘルメットの普及促進を図るため、自転車用ヘル
メットの購入補助を行います。
指標等名：自転車用ヘルメット購入補助申請（件）

危機管理課

32
２　生活環境の充
実

②交通安全
　県内の交通事故死亡者の約半数が高齢者である
ことから、飯能警察署等交通関係団体と連携し、高
齢者を対象とした交通安全の啓発を進めます。

高齢者を対
象とした交
通安全教室
の開催（人）

継続

新型コロナウイルス感染症の流行を契
機に高齢者の集いの場が減少してい
る。
次期計画では指標等名を変更する。

県内の交通事故死亡者の約半数が高齢者であるこ
とから、飯能警察署等交通関係団体と連携し、高齢
者を対象とした交通安全の啓発を進めます。
指標等名：交通安全キャンペーンの実施（回）

現状、発展の一途をたどる情報化社会
において、デジタルディバイドが増加す
る懸念があります。市においてもDX推
進によるオンライン申請などが増加し
ていくことが予想されるため、高齢者が
取り残されないように高齢者向けの説
明や相談受け付けをするなどの丁寧な
対応が求められることが想定される。し
かし、職員も減少していくことが予想さ
れるため、深刻なマンパワー不足が課
題となる。

高齢者に必要な保健・福祉サービスの種類や内容
は多様化しており、様々な媒体を活用して分かりや
すい情報提供を行っていく必要があります。
　特に「広報ひだか」、パンフレット、市ホームペー
ジ、市公式SNS等については、福祉情報の充実とと
もに、UDフォントの活用やWEBアクセシビリティの向
上など、分かりやすさ、読みやすさ、親しみやすさな
どにも配慮していきます。
　また、「声の広報ひだか」の作成も行っていきま
す。

34

市民団体か
らの依頼に
より講演会
を実施（回）

継続

消費生活に関するトラブルが多様化し
ているため、被害にあった場合の対処
方法や被害の未然防止のための啓発
が必要です。

多様化、複雑化する消費者問題に対応した講座内
容・講師の選別を実施していきます。被害の対象と
なりやすい高齢者世帯を守るために、「広報ひだか」
や市ホームページなどを活用して消費生活に関する
情報の提供を行うとともに、民生委員・児童委員、老
人クラブなどと連携を図っていきます。

継続 市政情報課38
２　生活環境の充
実

（７）情報提供の充
実

高齢者に必要な保健・福祉サービスの種類や内容
は多様化しており、様々な媒体を活用して分かりや
すい情報提供を行っていく必要があります。
　特に「広報ひだか」、パンフレット、市ホームページ
等については、福祉情報の充実とともに、分かりや
すさ、読みやすさ、親しみやすさなどにも配慮してい
きます。
　また、「声の広報ひだか」の作成も行っていきま
す。

「広報ひだか」に交通事故について掲載し、交通安
全意識の向上を図ります。

交通安全啓
発人数（人）



第８期計画

R03 R04
R05

（見込）

所管課
施策・事業の内容 指標等名

第8期計画
区分 現状及び課題 第９期計画の施策の方向（施策内容）

事業№ 施策の体系 施策の体系

指標等 第９期計画

見込

実績 75 68 72

見込 開催 開催 開催

実績 開催 開催 開催

見込

実績 8,076 4,873 5,633

見込 3 3 3

実績 1 2 0

見込 1 1 1

実績 0 0 2

見込

実績

見込 実施 実施 実施

実績 650 812 950

見込 実施 実施 実施

実績 11 12 15

（１）高齢者の虐待
防止

高齢者の虐待の防止と早期発見に向け、虐待につ
いての理解を深めるとともに、地域包括支援セン
ターと他の関係機関で構成された日高市要援護高
齢者等支援ネットワーク「日高あんしんねっと」の活
動を推進します。

65歳以上の高齢者で環境上の理由、経済的理由に
より居宅において養護を受けることが困難な方を入
所させる養護老人ホームについては、今後も入所措
置を調整していきます。

（１）高齢者の虐待
防止

今後も成年後見制度の周知に努めるととともに、必
要な人が円滑に利用できるよう、相談と支援体制の
充実を図ります。

入所措置が必要な方に対して、速やか
な対応が必要です。

判断能力が不十分な人のうち、金銭管
理が困難となる認知症高齢者、精神障
がい者などの相談、契約件数が増加
傾向です。

専門員、生活支援員など、スタッフの確保を行い、対
応できる体制を確保します。

３　虐待防止と権利
擁護の推進

３　虐待防止と権利
擁護の推進

３　虐待防止と権利
擁護の推進

（２）権利擁護事業
の活用促進

今後も成年後見制度の周知に努めるととともに、必
要な人が円滑に利用できるよう、相談と支援体制の
充実を図ります。

３　虐待防止と権利
擁護の推進

（１）高齢者の虐待
防止

認知症高齢者の介護者は、心身への負担が大きい
ことから介護ストレスを抱えることもあります。虐待
の防止に資するため、地域包括支援センターの総
合相談窓口の充実を図ります。

総合相談件
数（件）

認知症高齢者の介護者は、心身への負担が大きい
ことから介護ストレスを抱えることもあります。虐待
の防止に資するため、地域包括支援センターの総
合相談窓口の充実を図ります。

長寿いきがい課

長寿いきがい課
成年後見制度を必要とする方は、ます
ます増加していくことが見込まれます。

長寿いきがい課

46

日常生活自
立支援事業
（安心サ
ポートネット）
支援契約締
結件数（件）

継続 社会福祉協議会

継続

要援護高齢
者等支援
ネットワーク
研修会の開
催

高齢者の虐待の防止と早期発見に向け、虐待につ
いての理解を深めるとともに、地域包括支援セン
ターと他の関係機関で構成された日高市要援護高
齢者等支援ネットワーク「日高あんしんねっと」の活
動を推進します。

虐待の防止と早期発見に向け、関係機
関との連携強化が必要です。

40

39

日高あんし
んねっと関
係機関から
の通報件数
（件）

継続 長寿いきがい課

継続

継続

（２）権利擁護事業
の活用促進

特別養護老
人ホーム入
所措置（人）

継続43

42
養護老人
ホーム入所
措置（人）

継続 長寿いきがい課

継続

41

長寿いきがい課

社会福祉協議会

44
３　虐待防止と権利
擁護の推進

45

日常生活自
立支援事業
（安心サ
ポートネット）
相談件数の
べ（件）

65歳以上の高齢者で環境上の理由、経済的理由に
より居宅において養護を受けることが困難な方を入
所させる養護老人ホームについては、今後も入所措
置を調整していきます。

①日常生活自立支援事業（地域福祉権利擁護事
業）
　高齢者の権利を擁護するための仕組みとして、認
知症高齢者等であって、日常生活を営むのに必要
なサービスを利用するための情報の入手、理解、判
断、意思表示を本人のみでは適切に行うことが困難
な方への支援として、社会福祉協議会が、金銭管理
や各種申請など日常的な生活援助の範囲内での支
援を行う日常生活自立支援事業（地域福祉権利擁
護事業）を実施しています。



第８期計画

R03 R04
R05

（見込）

所管課
施策・事業の内容 指標等名

第8期計画
区分 現状及び課題 第９期計画の施策の方向（施策内容）

事業№ 施策の体系 施策の体系

指標等 第９期計画

見込

実績

見込

実績 7 3 4

見込

実績 3 3 2

見込

実績

見込

実績

見込

実績

見込

実績

長寿いきがい課継続

３か所の地域包括支援センターによる相談支援や
生活支援コーディネーターを中心とする生活支援体
制を強化するとともに、「日高市自殺対策計画」等関
連計画との連携を図りながら、障がい福祉や生活困
窮などの各分野の相談支援機関との連携協力や情
報共有を進めます。さらに、包括的な相談支援と課
題解決力の向上、長期的視点から見た「伴走型支
援」の充実を図ります。

成年後見制度を必要とする方は、ます
ます増加していくことが見込まれるた
め、制度の周知が必要です。

３か所の地域包括支援センターによる相談支援や
生活支援コーディネーターを中心とする生活支援体
制を強化するとともに、「日高市自殺対策計画」等関
連計画との連携を図りながら、障がい福祉や生活困
窮などの各分野の相談支援機関との連携協力や情
報共有を進めます。さらに、包括的な相談支援と課
題解決力の向上、長期的視点から見た「伴走型支
援」の充実を図ります。

⑤地域連携ネットワークの構築及び中核機関の設
置検討
　成年後見制度の利用が必要な方の状況に応じ、
適切な支援につなげる連携の仕組み（地域連携ネッ
トワーク）の構築を進めます。

成年後見制度を必要とする方は、ます
ます増加していくことが見込まれるた
め、制度の周知が必要です。

長寿いきがい課

③日高市成年後見制度利用支援事業
　成年後見制度を利用する必要があると認められる
にもかかわらず、制度を利用できない方を対象とし
た「日高市成年後見制度利用支援事業」の普及と利
用を促進します。

３　虐待防止と権利
擁護の推進

長寿いきがい課50
３　虐待防止と権利
擁護の推進

（２）権利擁護事業
の活用促進

④市民後見人の育成等
　社会福祉協議会等と連携を図りながら、市民後見
及び法人後見の開始に向け、調査・研究を進めま
す。

（２）権利擁護事業
の活用促進

継続

④市民後見人の育成等
　社会福祉協議会等と連携を図りながら、市民後見
及び法人後見の開始に向け、調査・研究を進めま
す。

47
３　虐待防止と権利
擁護の推進

②成年後見制度の周知と利用促進
　成年後見制度の普及・啓発のため、制度の内容、
利用に当たっての助成や支援内容等について周知
や広報活動を行います。

長寿いきがい課

49
利用支援事
業助成者数
（人）

継続 長寿いきがい課

（２）権利擁護事業
の活用促進

②成年後見制度の周知と利用促進
　成年後見制度の普及・啓発のため、制度の内容、
利用に当たっての助成や支援内容等について周知
や広報活動を行います。

継続

長寿いきがい課48
市長申立件
数（件）

継続

③日高市成年後見制度利用支援事業
　成年後見制度を利用する必要があると認められる
にもかかわらず、制度を利用できない方を対象とし
た「日高市成年後見制度利用支援事業」の普及と利
用を促進します。

長寿いきがい課52
３　虐待防止と権利
擁護の推進

（２）権利擁護事業
の活用促進

⑤地域連携ネットワークの構築及び中核機関の設
置検討
　地域連携ネットワークの中核としてコーディネート
を行う中核機関の設置についても検討します。

継続

⑤地域連携ネットワークの構築及び中核機関の設
置検討
　地域連携ネットワークの中核としてコーディネート
を行う中核機関の設置についても検討します。

53

51
３　虐待防止と権利
擁護の推進

（２）権利擁護事業
の活用促進

⑤地域連携ネットワークの構築及び中核機関の設
置検討
　成年後見制度の利用が必要な方の状況に応じ、
適切な支援につなげる連携の仕組み（地域連携ネッ
トワーク）の構築を進めます。

充実

４　相談支援体制
の充実



第８期計画

R03 R04
R05

（見込）

所管課
施策・事業の内容 指標等名

第8期計画
区分 現状及び課題 第９期計画の施策の方向（施策内容）

事業№ 施策の体系 施策の体系

指標等 第９期計画

見込

実績

４　相談支援体制
の充実

地域の全ての人々が、地域、暮らし、生きがいを共
に創り、高め合うことができる「地域共生社会」の実
現のため、「支え手」と「受け手」に分かれるのではな
く、あらゆる住民が役割を持ち、支え合いながら、自
分らしく活躍できる地域づくりを進め、交流と参加に
よる地域資源の活用と活性化を図ります。

長寿いきがい課54

地域の全ての人々が、地域、暮らし、生きがいを共
に創り、高め合うことができる「地域共生社会」の実
現のため、「支え手」と「受け手」に分かれるのではな
く、あらゆる住民が役割を持ち、支え合いながら、自
分らしく活躍できる地域づくりを進め、交流と参加に
よる地域資源の活用と活性化を図ります。

継続


